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thylpterin (6･r･-･･HMP) に 関す る研究

-口腔簡域悪性腰痛 に お け る 臨床約着
F~馴生iこついて-
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1981年 Raoらにより報告された葉酸関連物質であ

る尿中 6-HMP が腫壕て一一カー一一として有岡であるか否

かについて,E3腔領域の悪鳩 蕩患者を対象として基礎

的･臨床的検討を行った.対象は口腔領域の悪性塵疹患

者41例,罪悪牡鹿療患者95例であり健常者76例を対象群

とした.測定は 柁PLC法を用い内標準物質と 61HMP

のビーウ面積比より定量した.

E結果】

① 尿中 針HMP の日内変動は小さく随時尿測定が

可能であった.

② 尿中 着トHMPの経略的変化では冷蔵庫保存で7

日間,室温保存で2凌時間は安定であった.

③ 口腔領域の悪性腰痴患者の尿中 6-f別 Pの感度

は90.ョoo,特異性は75.8%､精度は80.100であー-)

た,

④ 腰癌摘出をこより尿中 6-HMP畳は明らかな減少

を示した.

1十上より尿中 6-HMP量の測定は口腔領域の悪性瞳

療患者の診断,予後判定の指標として有用と考えられた.

7)新しい瞳壕マーカ一一尿中 6-Hydroxyme-
thylpterin (6-HMP)iこ関する研究
一消化器領域悪性腫癌における臨床的
有用性について-
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尿中 6-HMP が消化常澄性感痴患者の診断ならびに

経過観察,治療効果判定のための腫壌て-か-上して有

用であるか否かを検討した.対象は消化癌65例 (食道癌

121

3例,胃癌12例,大腸癌13凧 原発性肝癌20例,胆道癌

13例,肝臓癌4例)上 良性疾患 127例 (肝疾患以外1(垢

刺,肝疾患21例)である.

E結果】

① 消化器癌患者における陽性率 (感度)は76.9%

であり,胃癌 ･胆道癌 ･肺癌では高率であったが.

原発性肝癌では650｡とやや低かった.

(ざ 尿中 6-HMP の特異性 ･精度はそれぞれ69.3%,

71.9%と良好で恭一.-た.

③ イソターフェロソ投阜車の慢性肝炎で高値を示し

た.

Ll 尿* 6-HMP は陸揚の増大とともに増加 し,辛

術,放射線照射,化学療法などの治療後に低下した

ことから,経過観察 ･治療効果判定に有用な腫寝て-

カ-の一つとして臨床応周が可能と考えられた,

8)超高齢者に対す る頭頭部癌治療の検 討

- - t : ∴ I

1990年 1月か上､11991:1年12月の5年間に,当科で加療

を行った80歳以上の頭頭部癒患者29例 (男性16例,女性

13例)を対象として亨その治療内容を検討した.

疾患別内訳はu陛9例.喉頭8例,甲状腺3例卜上顎
洞2例,下咽頭2例,その他5例であり,このうち新鮮

例は23例,再発は6例であった,

限治的治療の適応がある症例は29例中21例で,他は進

行癌のため板治不能と考えられた.さらをこ病期分額に応

じた板治的治療を実際に伝えたのは21例車13例 (62%)

であり,その他は高齢を理由をこ姑息治療となった6例,

および治療拒否2例であった. 扱治手術の内容は,舌亜

全摘および再建 1例,喉頭全摘1例､甲状腺全摘 1例,

耳下腺全摘 1例.頚部郭清2例,口腔部分切除3例など

であった.

これらのことより予たとえ80歳以上の高齢者であって

ち,かなりの症例で敬治的治療が目指せるものと思われ

た.


